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主　な　内　容�

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

五 十 里 歌 舞 伎
い か り か ぶ き

（柳田村）

連
日
盛
況
の
加
賀
百
万
石
博
で
六
月
十
五

日
「
柳
田
村
の
日
」
が
開
催
さ
れ
、
会
場
内

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
、
柳
田
村
の
伝
統
芸
能

「
五
十
里
（
い
か
り
）
歌
舞
伎
」
が
上
演
さ

れ
た
。

「
五
十
里
歌
舞
伎
」
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
り
、

正
月
や
お
盆
に
上
演
し
て
い
た
。
昭
和
三
〇

年
代
に
入
り
娯
楽
の
多
様
化
で
い
っ
た
ん
途

絶
え
て
い
た
が
、
平
成
四
年
三
月
に
復
活
。

平
成
十
・
十
一
年
度
に
は
柳
田
村
商
業
振

興
協
同
組
合
が
村
の
文
化
財
保
存
に
加
え
て

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
全
商
店
の
結
束

を
固
め
る
一
石
二
鳥
の
試
み
と
し
て
五
十
里

歌
舞
伎
の
復
活
に
着
目
し
上
演
し
て
い
る
。

今
回
の
演
題
は
、
忠
臣
蔵
外
伝
と
し
て

「
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」
を
モ
デ
ル
に
五

十
里
歌
舞
伎
保
存
会
で
独
自
に
脚
色
さ
れ
た

義
士
銘
々
伝
「
横
川
勘
平
・
内
の
段
」
を
上

演
し
た
。
義
太
夫
の
声
と
三
味
線
の
音
が
響

く
中
、
舞
台
で
は
迫
真
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
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本
総
会
の
議
案
は
、「
第
一
号

議
案
　
平
成
十
三
年
度
商
工
会
連

合
会
事
業
報
告
及
び
一
般
会
計
収

支
決
算
並
び
に
建
物
保
守
管
理
等

新
会
長
に
下
出

新
会
長
に
下
出
氏
（
　
　
　
　

（
　
　
　
　
）
を
選
任

を
選
任�

新
会
長
に
下
出

新
会
長
に
下
出
氏
（
　
　
　
　

（
　
　
　
　
）
を
選
任

を
選
任�

新
会
長
に
下
出
氏
（
　
　
　
　
）
を
選
任�

県
連
合
会
通
常
総
会
で

県
連
合
会
通
常
総
会
で�

県
連
合
会
通
常
総
会
で�

中

島

中

島

町�

商
工
会
長

商
工
会
長�

中

島

中

島

町�

商
工
会
長

商
工
会
長�

中

島

町�

商
工
会
長�

県
連
合
会
は
平
成
十
四
年
度
通
常
総
会
を
、
五
月
二
十
九
日

（
水
）
午
後
三
時
か
ら
金
沢
市
昭
和
町
「
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル
」

で
開
催
し
た
。

の
特
別
会
計
収
支
決
算
の
承
認
に

つ
い
て
」「
第
二
号
議
案
　
平
成

十
三
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
特

別
会
計
事
業
報
告
及
び
損
益
計
算

書
等
の
承
認
に
つ
い
て
」「
第
三

号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
」
で
あ
り
第
一

号
及
び
第
二
号
の
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
承
認
決
定
し
た
。

◆
新
副
会
長
に
北
村
、
勝
二
両
氏
◆

第
三
号
議
案
で
は
、
会
長
に
下

出
重
与
茂
氏（
中
島
町
商
工
会
長
）

を
選
任
し
た
ほ
か
副
会
長
に
北
村

久
C
氏
（
美
川
町
商
工
会
長
）、

勝
二
修
氏
（
押
水
町
商
工
会
長
）

を
選
任
し
た
。

◆
新
役
員
（
○
印
は
新
任
）
◆

会
　
長
○
下
出
重
与
茂
（
中
島
町

商
工
会
長
）

副
会
長

○
北
村
久
C
（
美
川
町

商
工
会
長
）
○
勝
二
　
修
（
押
水

町
商
工
会
長
）

理
　
事

上
口
昌
徳
（
山
中
町
商

工
会
長
）
○
和
田
英
夫
（
鶴
来
商

工
会
長
）
○
蔭
山
哲
哉
（
白
峰
村

商
工
会
長
）
○
小
山
良
一
（
高
松

町
商
工
会
長
）
○
南
哲
郎
（
志
賀

町
商
工
会
長
）
○
永
江
榮
毅
（
田

鶴
浜
町
商
工
会
長
）
数
馬
嘉
雄

（
能
都
町
商
工
会
長
）
梅
原
竜
一

（
県
青
年
部
連
合
会
長
）
南
　
洋

子
（
県
女
性
部
連
合
会
長
）

監
　
事
○
中
兼
太
郎
（
寺
井
町
商

工
会
長
）
○
鍛
冶
秀
雄
（
津
幡
町

商
工
会
長
）
○
釜
口
治
一
（
門
前

町
商
工
会
長
）

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
両
連

合
会
の
総
会
は
五
月
十
七
日
、
金

沢
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

青
年
部
で
は
第
五
回
商
工
会
青
年

部
全
国
大
会
、
女
性
部
で
は
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
本
県
開
催
な
ど

が
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
青
年
部
・
女
性
部
の
新

し
い
事
業
展
開
を
探
る
た
め
、
福

祉
・
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

つ
い
て
、
そ
の
先
進
地
で
あ
る
米

国
を
視
察
し
、
調
査
・
研
究
す
る

こ
と
と
し
た
。

な
お
、
青
年
部
で
は
、
辞
任
に

伴
う
役
員
の
補
欠
選
任
が
行
わ

れ
、
次
の
六
名
が
役
員
と
し
て
選

任
さ
れ
た
。

理
事
　
橋
本
充
史（
山

中

町
）

秋
田
順
孝（
根

上

町
）

小
山
幸
紀（
鳥

越

村
）

沢
本
博
幸（
宇
ノ
気
町
）

浦
上
寿
雄（
中

島

町
）

山
森
康
二（
鹿

西

町
）

青年部・女性部連合会通常総会を開催�

●●●●●●

●●●●●●

根上町商工会長�尾口村商工会長�

穴水町商工会長� 野々市町商工会長�

門前町商工会長� 鶴来商工会長�

柳田村商工会長�

熊本　一郎�

村山　和雄�

和田　英夫�

林　與枝男�

木下　和男�

釜口　治一�

福池　正人�

４月24日通常総会で選任。�
㈱クマモトニット（横編メリ
ヤス業）会長。6石川ファッ
ション協会会長。石川県横編
メリヤス業組合理事。�

４月24日通常総会で選任。�
㈲和興（スポーツレジャー
業）代表取締役。北陸信用金
庫監事。野々市町交通安全協
会長。�

５月８日通常総会で選任。�
㈲和田屋（料理・旅館業）代
表取締役。鶴来町総合開発審
議会副会長。�

５月８日通常総会で選任。�
㈲白山牛王印（旅館業）代表
取締役。尾口村教育委員職務
代理。尾口村観光協会長。�

５月８日通常総代会で選任。�
㈲共栄タイヤ工業所（自動車
小売業、自動車タイヤ整備業）
代表取締役。奥能登広域圏事
務組合議会代表監査委員。�

５月１日通常総会で選任。�
㈱釜口酒造店社長。町議会議
員。穴水町門前町環境衛生施
設組合議会議長。能登森林組
合理事。�

５月８日通常総会で選任。�
北能産業㈱（一般土木建設工
事業）代表取締役社長。第３
セクター柳田食産㈱代表取締
役。�

新任会長紹介�新任会長紹介�
順不同・敬称略�
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～商工会女性部加入のご案内～�～商工会女性部加入のご案内～�～商工会女性部加入のご案内～�
あなたも参加しませんか�

○女性部はこんな事業を行っています�
（例）�
・ラッピング講座、ディスプレイ講座、�
　パソコン講座ほか各種研修会�
・まちづくり・むらおこしへの提言、参加�
・リサイクル運動、ボランティア活動�
・スポーツ交流会�

・商工会の会員（法人ではその役員）もし�
　くはその配偶者であって女性の方�
・商工会の会員の親族であって、その事業�
　に従事している女性の方�

女性部への加入資格�

加入の申込みは地区内の�
商工会及び商工会女性部へ�

商
工
実
業
同
友
会
総
会

〜
組
織
の
強
化
と
事
業
の

活
性
化
を
決
定
〜

商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ
で
組
織
す

る
石
川
県
商
工
実
業
同
友
会
の
総

会
は
、
五
月
十
五
日
ホ
テ
ル
日
航

金
沢
で
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
改
選
で
、
役
員
全
員

が
再
任
さ
れ
た
。

再
任
さ
れ
た
畠
中
会
長
は
挨
拶

の
中
で
、「
会
員
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
た
い
。
役
員
が
中
心
と

な
り
、会
員
の
募
集
を
行
い
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

ま
た
、
十
四
年
度
の
重
点
事
業

と
し
て
、
海
外
の
視
察
研
修
を
実

施
す
る
な
ど
、事
業
を
充
実
さ
せ
、

組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し

た
。

平
成
十
四
年
度
通
常
総
会
を
開
催

商
工
珠
算
連
盟
石
川
県
支
部

全
国
商
工
珠
算
連
盟
石
川
県
支

部
は
、
四
月
二
十
九
日
、
県
連
合

会
研
修
室
で
平
成
十
四
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
、
平
成
十
三
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承

認
、
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
の
決
定
な
ど
を
行

っ
た
。

平
成
十
四
年
度
主
要
事
業
と
し

て
は
、
全
国
商
工
会
珠
算
検
定

（
年
四
回
）
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
検
定
事
業
の
実
施
、
第
三
十
九

回
商
工
珠
算
競
技
大
会
の
開
催

（
八
月
十
日
）
優
良
珠
算
生
徒
表

彰
式
（
競
技
大
会
と
同
日
開
催
）、

珠
算
塾
生
の
研
修
旅
行
「
第
十
七

回
パ
チ
パ
チ
号
」
の
運
行
（
八
月

二
十
六
日
〜
二
十
八
日
・
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
）、
珠
算
指
導
者

の
資
質
の
向
上
を
図
る
研
修
会
の

開
催
な
ど
を
決
め
た
。

就
任
に
当
り
一
言
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
去
る
五
月
二
十
九
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
通
常
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
県
下
商
工
会
長
の

皆
様
の
ご
推
挙
を
受
け
、
県
連
合

会
長
の
要
職
を
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
商
工
会
は
、
変
革
期
で
大

き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
経
済

の
デ
フ
レ
状
況
の
中
で
、
会
員
企

業
は
過
去
に
例
の
な
い
厳
し
い
変

化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
支
援
を
ど
う
す
る
か
。

二
つ
目
は
、
市
町
村
合
併
へ
の
対

応
で
あ
り
、
商
工
会
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
し
、
商
工
会
の
存
在

意
義
を
高
め
て
い
く
か
。
三
つ
目

は
、
会
員
企
業
の
相
談
内
容
が
多

様
化
し
、
専
門
的
な
相
談
等
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
そ

の
た
め
に
職
員
の
資
質
を
ど
の
よ

う
に
し
て
高
め
て
い
く
か
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
課
題

を
抱
え
た
変
革
期
に
県
連
合
会
長

に
ご
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

は
、
光
栄
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
応
え
る
具
体
的
対
応

と
し
て
は
、
商
工
会
の
広
域
連
携

指
導
体
制
を
よ
り
一
層
整
備
し
、

会
員
企
業
へ
の
従
来
の
相
談
指
導

の
支
援
に
加
え
、
専
門
的
な
相
談

指
導
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、創
業
支
援
や
企
業
の
経
営
革

新
、
情
報
技
術
の
活
用
等
の
支
援

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、

長
引
く
不
況
の
中

で
、
中
小
企
業
経

営
者
と
し
て
の
目

線
を
し
っ
か
り
持

ち
、
こ
の
不
況
を

克
服
す
る
た
め
の

キ
メ
細
か
な
経
営

安
定
や
経
営
再
生

の
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

会
員
企
業
の
皆

様
に
は
、
変
化
に
果
敢
に
挑
戦
す

る
姿
勢
を
求
め
な
が
ら
、
逞
し
い

企
業
の
育
成
強
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
元
気
の
あ
る
地
域
経
済
活

動
を
推
進
し
「
期
待
さ
れ
る
商
工

会
」
を
目
指
し
て
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
誠
心
、
誠
意
努
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
変
化
の
大

き
い
難
局
を
打
開
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

就
任
に
当
り
所
信
の
一
端
を
申

し
述
べ
、
会
員
企
業
並
び
に
役
職

員
皆
様
の
今
後
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
て

期
待
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
て�
期
待
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
し
て�

略　歴�

下出　重与茂��
縫製業�
　昭和７年生まれ（69才）�
　下出商店創業（昭和38年）�
　㈲下出機業代表取締役（昭和56年）�
　㈲ホーセン代表取締役（昭和57年）�
　ホーセン㈲会長（昭和62年～現在）�
　中島町商工会長（平成２年～現在）�
　県連合会理事（平成７年～８年）�
　県連合会副会長（平成11年～14年）��
その他に�
　7演劇の町振興事業団理事�
　7中島リゾートビューロー取締役�

を歴任�

しもで� じゅうよも�

石石
川川
県県
商商
工工
会会
連連
合合
会会

会会
長長
　　
下下
出出
　　
重重
与与
茂茂
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「
暮
ら
し
あ
ん

し
ん
館
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。
商
工

会
連
合
会
の
新
し

い
生
活
支
援
、
介

護
用
品
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ

イ
ト
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
福
祉
、

特
に
生
活
支
援
、
介
護
の
分
野
に
目

を
向
け
た
全
国
に
も
あ
ま
り
例
の
な

い
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
っ
て

い
い
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ね
ら
い
ど

こ
ろ
を
も
う
少
し
紹
介
し
て
み
た
い
。

世
の
中
に
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
、
障
害
と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し

て
も
体
が
少
し
不
自
由
で
あ
っ
た

り
、
不
都
合
で
あ
っ
た
り
す
る
人
は

多
い
。
高
齢
化
社
会
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
い
わ
ゆ
る
五
体
不
満
足
、
五

感
不
満
足
の
人
は
増
え
て
い
く
で
あ

ろ
う
。
そ
ん
な
人
が
必
要
と
す
る
便

利
な
用
具
、
用
品
は
全
国
に
は
い
っ

ぱ
い
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
利
用

さ
れ
て
い
な
い
。

そ
う
い
う
商
品
を
全
国
の
企
業
等

か
ら
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
オ
ー
プ
ン
に
し

て
、
生
活
支
援
や
介
護
を
必
要
と
す

る
人
、
ま
た
は
そ
の
関
係
者
に
検
索

し
て
も
ら
い
、
使
っ
て
も
ら
お
う
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て

は
、
そ
こ
は
い
わ
ゆ
る
仮
想
市
場
と

な
る
。

こ
の
種
の
用
具
、
用
品
は
、
性
格

上
量
産
に
は
向
か
な
い
も
の
で
あ

り
、
極
端
に
言
え
ば
使
う
人
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
だ
と
い
っ

て
も
よ
い
。そ
う
で
あ
れ
ば
使
う
人
、

利
用
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
か
、
こ
れ
も
ま
た
企
業

に
と
っ
て
は
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
改
良
し
た
り
、
開
発
し
た
り
す

る
た
め
に
も
そ
ん
な
ニ
ー
ズ
が
欲
し

い
、
そ
の
た
め
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ

り
、
情
報
交
流
の
場
で
も
あ
る
。

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は

用
具
、
用
品
の
感
触
が
な
か
な
か
つ

か
め
な
い
。
実
際
に
手
に
と
っ
て
触

れ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

安
心
で
き
な
い
面
が
随
分
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
も
欲
し
い
。
で
き
れ
ば
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
で
き
な
い

か
。い

ろ
い
ろ
課
題
は
あ
る
が
、
こ
れ

ら
が
い
つ
か
は
全
国
サ
イ
ト
に
展
開

し
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な

夢
や
期
待
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

春の黄綬褒章に下出重与茂氏�
勲五等瑞宝章に谷口力雄氏�

　
四
月
二
十
八
日
に
発
表
さ
れ
た
春
の
褒
章

で
下
出
重
与
茂
中
島
町
商
工
会
長
、
県
連
合

会
副
会
長
（
現
会
長
）
が
黄
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。�

　
氏
は
長
年
に
わ
た
り
縫
製
業
に
精
励
す
る

か
た
わ
ら
中
島
町
商
工
会
長
な
ど
要
職
を
歴

任
、
町
単
独
商
工
振
興
融
資
制
度
の
創
設
等

地
域
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

　
四
月
二
十
九
日
に
発
表
さ
れ
た
春
の
叙
勲

で
、
谷
口
力
雄
鳥
越
村
商
工
会
長
が
勲
五
等

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。�

　
氏
は
消
防
団
長
と
し
て
防
火
思
想
の
普
及

に
努
め
、
今
日
の
消
防
団
の
基
礎
と
な
る
消

防
施
設
の
整
備
拡
充
等
に
貢
献
さ
れ
た
ほ

か
、
鶴
来
地
区
交
通
安
全
協
会
の
役
員
と
し

て
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

下
出
重
与
茂
氏�

谷
口
　
力
雄
氏�

５月から９月まで加入促進運動展開中�５月から９月まで加入促進運動展開中�
みんなで活かす�みんなで活かす�みんなで活かす�

◇１つの掛金で３つの備え�
　この制度は、「貯蓄」「低料金な保険」「融資」の３つを組み合わせた商工会員の�
ための共済制度です。�

□加 入 者　商工会員及びその家族、従業員　　□加 入 期 間　10年・５年�

□被 保 険 者　６歳～70歳　　　　　　　　□掛 　 　 金　１口月額2,000円・2,500円�

□加 入 口 数　被保険者１人10口まで�

■提携金融機関　県下信用金庫　　　　　　　■提携保険会社　ジブラルタ生命保険㈱�

＊詳細についてのお問い合せ、加入申し込みの手続きは地元商工会へ�

商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�

県制度融資の金利が７月１日から引き下げになりますZ

＜主な制度別改定内容＞�

※その他の金利改定につきましては、最寄の商工会まで�

地域商工業活性化融資（一般分）�
緊急経営支援融資�
小口融資（一般・特別）�
創業者支援融資（一般分・特別分）�
（中高年齢者創業支援分）�
情報技術活用支援融資（一般分）�

2.20�
2.00�
2.10�
2.10�
1.80�
2.00

（1.70）�
（1.50）�

1.95�
1.75�
1.85�
1.85�
1.55�
1.75

（1.45）�
（1.25）�

現行�（付保）� 改定後�（付保）�
→�
→�
→�
→�
→�
→�

（単位：％）�
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県
内
三
十
五
の
商
工
会
で
は
、

複
数
の
商
工
会
が
連
携
し
て
企
業

の
専
門
的
な
相
談
指
導
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
「
商
工
会
広
域
連
携
指

導
体
制
」
を
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
六
月
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
し

た
。六

月
三
日
に
は
県
内
の
ト
ッ
プ

を
切
り
、
石
川
郡
内
の
八
つ
の
商

工
会
を
エ
リ
ア
と
し
た
「
石
川
・

白
山
郷
広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
」
を

鶴
来
商
工
会
館
内
に
開
設
し
、
業

務
を
開
始
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で

は
今
後
、
二
人
の
広
域
担
当
経
営

指
導
員
が
、
エ
リ
ア
内
企
業
の
専

門
的
な
相
談
指
導
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
ほ
か
、
創
業
・
経
営
革

新
セ
ミ
ナ
ー
や
経
営
支
援
相
談
会

な
ど
を
企
画
、
実
施
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
六
月
四
日
に
は
、
能

美
・
江
沼
ブ
ロ
ッ
ク
で
ス
タ
ー
ト

す
る
な
ど
、
七
月
ま
で
に
、
県
内

に
あ
る
三
十
五
商
工
会
全
域
（
六

ブ
ロ
ッ
ク
）
を
九
つ
の
エ
リ
ア
に

分
け
た
広
域
連
携
指
導
体
制
が
発

足
す
る
。

同
指
導
体
制
の
発
足
に
よ
り
、

会
員
企
業
は
、
従

来
ど
お
り
各
商
工

会
の
窓
口
で
金
融

あ
っ
せ
ん
、
税
務

指
導
、
経
営
相
談

な
ど
の
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
新
た
に

設
置
さ
れ
た
広
域

指
導
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
広
域
担
当

経
営
指
導
員
か
ら

創
業
支
援
、
経
営

革
新
、
分
野
別
、

業
種
別
、
広
域
問

題
等
に
対
す
る
よ

り
専
門
的
な
相
談

指
導
や
専
門
家
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ

る
。県

連
合
会
で
は
、
今
回
の
体
制

整
備
に
よ
り
、
会
員
企
業
へ
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
と
地
域
経
済
の
一
層

の
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
、
会
員
企
業
に
同
セ
ン

タ
ー
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置�

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置�

広
域
指
導
セ
ン
タ
ー
を
設
置�

―
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
広
域
連
携
指
導
体
制
が
ス
タ
ー
ト
―�

ブロック�
センター等�
設置商工会� 対象エリア�

能美・江沼�寺井町商工会�

鶴来商工会�

高松町商工会�

羽咋市商工会�

志賀町商工会�

田鶴浜町商工会�

鹿西町商工会�

穴水町商工会�

能都町商工会�

石川・白山郷�

河北・森本�

羽咋郡市�

鹿 島 郡�

奥 能 登�

山中町、根上町、寺井町、辰口町、川北町�

羽咋市、志雄町、押水町�

富来町、志賀町�

田鶴浜町、中島町、能登島町�

鳥屋町、鹿島町、鹿西町�

穴水町、門前町�

能都町、柳田村、内浦町�

美川町、野々市町、鶴来町、河内村、�
吉野谷村、鳥越村、尾口村、白峰村�

津幡町、高松町、七塚町、宇ノ気町、�
森本、内灘町�

広域指導センター等の設置商工会及び対象エリア�広域指導センター等の設置商工会及び対象エリア�広域指導センター等の設置商工会及び対象エリア�

めざせ創業　あなたの夢をバックアップ�めざせ創業　あなたの夢をバックアップ�めざせ創業　あなたの夢をバックアップ�

－短期集中研修「創業塾」を開催－�

コンサルティング経験豊富な講師が、�
企業設立から飛躍できるビジネスプ�
ラン策定までのノウハウを教えます。�

●　開催期日�
　　各回土曜日開催�
　　８月24日、８月31日�
　　９月７日、９月14日�
　　９月28日�
�
●　開催場所�
　　地場産業振興センター新館３階�
　　「石川県商工会連合会」�
�
●　募集人員�
　　40名�

●　カリキュラム�
　　・創業の心構え�
　　・開業準備と事業計画�
　　・税務知識と資金調達�
　　・事業計画作成の�
　　　ポイントと個別指導�
�
●　受講料�
　　3,000円（資料代）�
�
●　申込先�
　　石川県商工会連合会�
　　ＴＥＬ　076－268－7300

商
工
会
青
年
部
全
国
大

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
石
川
）

（
石
川
）�

商
工
会
青
年
部
全
国
大

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
石
川
）

（
石
川
）�

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会（
石
川
）�

全
国
よ
り
青
年
部
員
三
千
人
が
石
川
に
参
集

全
国
よ
り
青
年
部
員
三
千
人
が
石
川
に
参
集�

開

催

開

催

日
　
日
　
11
月
14
日（
木
（
木
）〜
15
日（
金
）

（
金
）�

開
催
場
所
　
金
沢
市
観
光
会
館
　
他

開
催
場
所
　
金
沢
市
観
光
会
館
　
他�

全
国
よ
り
青
年
部
員
三
千
人
が
石
川
に
参
集�

開

催

日
　
11
月
14
日（
木
）〜
15
日（
金
）�

開
催
場
所
　
金
沢
市
観
光
会
館
　
他�
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〈
利
用
申
込
〉

す
で
に
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
を

通
じ
て
申
込
み
を
行
い
ま
す
。

〈
設
定
可
能
な
借
入
極
度
額
〉

一
億
一
一
〇
〇
万
円
（
保
証
協
会

の
保
証
限
度
額
一
億
円
、
保
証
割
合

は
貸
付
金
残
高
の
九
〇
％
）

〈
借
入
形
態
・
返
済
方
法
〉

手
形
貸
付
。
売
掛
債
権
の
支
払
期

日
を
手
形
貸
付
の
期
日
と
し
た
一
括

返
済

〈
担
保
・
保
証
人
〉

申
込
人
の
有
す
る
売
掛
債
権
の
み

を
譲
渡
担
保
と
し
、
法
人
代
表
者
以

外
の
保
証
人
は
不
要
（
売
掛
債
権
を

譲
渡
担
保
と
し
て
金
融
機
関
及
び
保

証
協
会
に
提
供
し
ま
す
。）

〈
対
象
と
な
る
売
掛
債
権
〉

売
掛
金
債
権
、
割
賦
販
売
代
金
債

権
、
運
送
料
債
権
、
工
事
請
負
代
金

債
権
な
ど
（
但
し
、
譲
渡
禁
止
特
約

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
者
の
方
が
保
有
す
る
売
掛
債
権
を
担
保

と
し
て
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
、
信
用
保
証
協
会
が
保

証
を
行
う
制
度
で
、
昨
年
十
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
中
小
企

業
者
の
方
は
、
こ
の
制
度
を
通
し
て
売
掛
債
権
を
新
た
な
資
金
調
達

手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
物
的
担
保
に
よ
ら
な
い
資

金
調
達
能
力
の
ア
ッ
プ
と
資
金
繰
り
の
改
善
・
安
定
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
借
入
の
都
度

保
証
申
込
を
す
る
「
個
別
保
証
」（
六
ヶ
月
以
内
）
と
、
一
年
間
一

定
の
極
度
内
で
反
復
し
て
利
用
で
き
る
「
根
保
証
」（
一
年
以
内
）

の
二
種
類
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

付
の
売
掛
債
権
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
、
譲
渡
禁
止
特
約
の

解
除
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。）

〈
金
利
・
保
証
料
〉

金
利
は
金
融
機
関
所
定
。
保
証
料

は
年
一
・
〇
％

〈
そ
の
他
留
意
事
項
〉

・
売
掛
債
権
を
譲
渡
担
保
と
し
て
差

し
入
れ
た
こ
と
に
つ
き
対
抗
要
件
の

具
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
対
抗
要
件
の
具
備
方
法
や
売
掛
先

の
状
況
等
に
応
じ
て
担
保
評
価
さ
れ

る
た
め
、
実
際
の
借
入
額
は
売
掛
債

権
額
面
の
九
〇
％
〜
五
〇
％
に
な
り

ま
す
。

◆
詳
し
い
お
問
合
せ
は
、
石
川
県
信
用

保
証
協
会
、
お
取
引
の
金
融
機
関
、
ま

た
は
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
ど
う
ぞ
。

新
た
な
資
金
調
達
法
と
し
て

新
た
な
資
金
調
達
法
と
し
て�

　
　
　
　
『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』

　
　
　
　
『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』�
新
た
な
資
金
調
達
法
と
し
て

新
た
な
資
金
調
達
法
と
し
て�

　
　
　
　
『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』

　
　
　
　
『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』�
新
た
な
資
金
調
達
法
と
し
て�

　
　
　
　
『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』�

生活支援・介護用品情報のコミュニケーションサイト�

暮らしあんしん館オープン�暮らしあんしん館オープン�暮らしあんしん館オープン�
URL  http://www.life-sp.jp

■　介護用品、ユニバーサルデザイン商品、バリアフリー�
　　商品をお取り扱いのメーカー、販売店の皆さんY�

■　「こんな商品が欲しい」「こんな商品があったらいいな」�
　　とお考えの皆さんY�
�
「暮らしあんしん館」に�
　　　　　お持ちの情報をお寄せください�
　そして、お求めの情報をお探しください�
�
このサイトでは、�

○　生活支援用品、介護用品等のメーカー・販売店の皆さ�
　　まの販売促進をお手伝いします�

○　生活支援用品、介護用品等の開発ニーズを収集し製品�
　　開発を支援します�

○　生活支援が必要な方や、その身近で支援する皆さま方�
　　の用品探しをお手伝いします�

石川県商工会連合会�
Eメール＜info@life-sp.jp＞�

“経営上の悩みごと”　　　　�
　　　相談してみませんか？�
～専門家が課題解決のお手伝いをします～�

経営支援特別相談会�経営支援特別相談会�

期　日� 相 談 会 場 �

７月17日�

７月19日�

７月22日�

７月23日�

８月28日�

９月６日�

野々市町商工会館�

田鶴浜町商工会館�

志賀町商工会館�

能都町商工会館�

高松町産業文化センター�

寺井町福祉会館�

お問い合わせ先�
最寄りの商工会または、石川県商工会連合会�

（ＴＥＬ　076－268－7300）�

お受けする相談の内容�
○経営　○法律　○金融・保証　�
○労務　○情報　○新規事業展開�

相談無料�お気軽にZ

売掛債権�

売掛先�

売掛先�

売掛先�

信用保証協会�

　担保設定（譲渡担保）�

中小企業�

金融機関�

融資�

保証�

●売掛債権担保融資保証制度のしくみ�

女性のための創業塾開催�女性のための創業塾開催�女性のための創業塾開催�
　七尾商工会議所では、ＯＬ・主婦・学生などの女性の�
方で、創業予定者や希望者及び独立開業や転業を考えて�
いる方、又は新規開業してまもない方を対象に、『創業�
塾』を開催致します。�
　開催期日は８月31（土）～10月12日（土）の毎週土曜日�
の７回、時間は毎回午前９時30分から午後４時30分です。�

お問い合わせやお申し込みは、�
七尾商工会議所指導課　ＴＥＬ　0767－54－8888まで。�
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六
月
十
日
の
「
商
工
会
の
日
」

に
ち
な
み
、
県
内
の
商
工
会
青
年

部
で
こ
の
程
、
県
下
統
一
福
祉
増

進
事
業
が
実
施
さ
れ
、
各
地
で
海

岸
・
河
川
清
掃
、地
域
緑
化
運
動
、

社
会
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
、
献
血

運
動
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

同
事
業
は
、
地
域
の
魅
力
化
の

推
進
、
青
年
部
活
動
の
活
性
化
と

組
織
の
連
帯
感
の
醸
成
な
ど
を
目

的
と
し
て
平
成
十
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
で
五

回
目
と
な
る
。

当
日
は
青
年
部
員
ら
が
額
に
汗

し
、
奉
仕
活
動
な
ど
に
励
ん
だ
。

最
近
の
相
談
案
件
は
相

変
わ
ら
ず
売
上
減
少
、
収

益
減
少
、
借
入
返
済
金
不

足
か
ら
資
金
繰
難
と
い
う

の
が
殆
ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
我
が
国
の
企
業

が
自
己
資
金
不
足
を
金
融

機
関
か
ら
の
借
入
金
で
賄

っ
て
い
た
た
め
で
、
最
近
の

統
計
で
も
企
業
の
資
金
調
達

に
占
め
る
借
入
金
の
割
合
は

日
本
が
六
〇
％
、
ア
メ
リ
カ
が
十

三
％
、
イ
ギ
リ
ス
が
十
二
％
と
現
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
直
接
金
融
が
使

い
に
く
い
中
小
零
細
企
業
に
於
い
て

は
更
に
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

然
し
乍
ら
バ
ブ
ル
期
迄
は
各
企
業

共
収
益
も
あ
り
、
土
地
の
担
保
力
も

あ
っ
た
の
で
返
済
に
も
新
規
借
入
れ

に
も
支
障
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
景
気
が
低
迷
し
て
か

ら
は
以
前
の
様
に
廻
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
金
融
機
関
の
総
貸
出

残
が
減
っ
て
い
る
事
に
も
現
れ
て
い

ま
す
が
、
証
書
貸
付
の
著
増
と
手
形

貸
付
の
著
減
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

あ
る
地
元
金
融
機
関
の
平
成
三
年
三

月
末
の
貸
金
全
体
に
占
め
る
証
書
貸

付
が
三
七
％
、
手
形
貸
付
が
四
九
％

な
の
に
対
し
、
十
三
年
三
月
末
で
は

各
々
五
五
％
、
三
一
％
と
そ
の
割
合

が
逆
転
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
の

地
元
大
手
金
融
機
関
の
昨
年
三
月
末

で
も
証
書
貸
付
六
三
％
、
手
形
貸
付

一
七
％
で
更
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で

あ
り
、
加
え
て
政
府
系
金
融
機
関
の

殆
ど
が
証
貸
形
式
の
た
め
返
済
金
不

足
は
更
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
来
ま

す
。

勿
論
原
則
論
か
ら
云
え
ば
借
入
金

は
一
定
期
間
内
に
返
済
す
る
の
が
当

然
で
し
ょ
う
が
、
現
実
に
は
殆
ど
の

中
小
零
細
企
業
は
自
己
資
本
と
し
て

使
用
し
て
お
り
、
余
程
収
益
と
償
却

費
が
な
い
限
り
返
し
た
ら
又
す
ぐ
借

り
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。
近
年
は
ア

メ
リ
カ
直
輸
入
の
金
融
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
影
響
も
あ
る
の
か
、

こ
の
原
則
が
更
に
強
化
さ
れ

た
様
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
借
入
金
の
少
な
い
欧
米
の

基
準
が
益
々
浸
透
す
る
中
、
会
員
の

皆
様
方
も
間
接
金
融
の
み
に
頼
ら

ず
、
在
庫
圧
縮
や
経
費
削
減
等
の
企

業
内
で
の
資
金
増
加
策
や
、
少
人
数

私
募
債
等
の
直
接
金
融
の
途
も
考
え

る
時
代
に
入
っ
た
と
の
認
識
も
必
要

と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

広
岡
　
茂
雄
）

経営一口講座 「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業

「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業�
「
商
工
会
の
日
」
に
一
斉
事
業�

各
商
工
会
青
年
部
員
が
奉
仕
活
動
な
ど
を
展
開�

証
書
貸
付
著
増

チ

ョ

ゾ

ウ

に
惟オ

モ

う

山 中 町 �

根 上 町 �

寺 井 町 �

辰 口 町 �

川 北 町 �

美 川 町 �
�

野々市町�

鶴 来 �

河 内 村 �

吉野谷村�

鳥 越 村 �

尾 口 村 �

白 峰 村 �
�

津 幡 町 �

高 松 町
�

七 塚 町 �

宇ノ気町�

森 本 �

内 灘 町 �

羽 咋 市 �

富 来 町 �

志 雄 町 �

志 賀 町 �

押 水 町 �

田鶴浜町�

鳥 屋 町 �

鹿 島 町 �

鹿 西 町 �

中 島 町 �

能登島町�

穴 水 町 �

門 前 町 �

能 都 町 �

柳 田 村 �

内 浦 町 �

山中町内�

根上町総合文化会館周辺�

町内事業所内�

手取川河川敷（辰口町地内）�

手取川河川敷�

美川町「小舞子海水浴場」�
県営「手取公園」�

特別養護老人ホーム「富樫苑」�

鶴来町本町通り周辺�

献血ルームラブロ�

特別養護老人ホーム「大門園」�

鳥越村内�

尾口村「一里野」近隣�

白峰村字白峰「総湯」前�
�

県森林公園�

高松町地内海岸�

能登海浜「自転車道」�

老人福祉施設「あかしあ荘」�

献血運動�

根上り「七夕まつり」会場周辺の事前清掃�

献血運動�

清掃奉仕�

手取川簡易グランド内、周辺の清掃奉仕�

�
清掃奉仕

�

生活雑貨品等の寄贈�

清掃奉仕�

献血運動�

清掃奉仕�

村内主要道のカーブミラー清掃�

花植え�

「白山まつり」シンボルタワー�
の設置並びに清掃奉仕�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

老人ホーム慰問�

森本駅周辺�

内灘海岸�

千里浜児童センター�

富来町「増穂浦海岸」�

能登有料道路「志雄パーキングエリア」�

特別養護老人ホーム「はまなす園」�

あそぶんだ公園�

「赤蔵山」周辺�

�

鹿西町「鹿寿苑」�

�

中島町内�

能登島町通地内�

穴水湾遊歩道「潮騒の道」�

門前町「鳴き砂の浜」�

能都町「羽根海水浴場」�

柳田村内�

内浦町内�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

施設訪問並びに記念品贈呈�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

はまなす園慰問�

町花「こぶし」の木を公園内に植樹�

清掃奉仕�

�

清掃奉仕�

�

桜の木周辺草刈り�

ツインブリッジ小公園清掃奉仕�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

清掃奉仕�

町内主要道「カーブミラー清掃」�

商工会名� 実　施　場　所� 実 施 事 業 名 � 商工会名� 実　施　場　所� 実 施 事 業 名 �

平成14年度商工会青年部「県下統一福祉増進事業」�

ねあが�

（予定も含む）�

野々市町青年部が老人ホーム「富樫苑」に生活雑貨品などを寄贈
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い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞

い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�
い
し
か
わ
商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞�

平
成
十
三
年
度

平
成
十
三
年
度�

平
成
十
三
年
度�

先
月
号
に
引
き
続
き
、
県
連
合
会
の
「
平
成
十
三
年
度
い
し
か
わ

商
工
会
ベ
ス
ト
店
賞
」
の
奨
励
賞
六
店
舗
を
紹
介
し
ま
す
。

受
賞
し
た
十
三
店
舗
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.ish
ika
w
a
sh
o
ko
ka
i.o
r.jp

洗
練
さ
れ
た
店
舗
が
立
ち
並
ぶ

根
上
町
の
新
商
店
街
「
ね
あ
が
り

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン
」
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
し
て
お
客
様
を
導

き
入
れ
る
と
い
う
重
責
を
担
い
、

見
事
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

の
が
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
「
し
の
ぶ
の

店
本
店
」の
明
る
い
店
舗
で
あ
る
。

店
内
に
設
け
ら
れ
た
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
か
ら
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
の

か
な
香
り
も
漂
い
、
く
つ
ろ
い
だ

雰
囲
気
の
中
で
落
ち
着
い
て
買
い

物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

「
お
客
様
の
個
性
を
引
き
出
す

た
め
に
、
一
人
一
人
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
仕
入
れ
る
」
と
い
う
店
主
の

姿
勢
も
う
れ
し
く
、
町
内
だ
け
で

は
な
く
、
遠
く
小
松
市
や
美
川
町

な
ど
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ

て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

「
し
の
ぶ
の
店
本
店
」
と
同
じ

く
「
ね
あ
が
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ

ウ
ン
」
内
に
あ
っ
て
、
そ
の
店
舗

は
タ
ウ
ン
の
品
格
を
高
め
る
の
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

大
型
店
万
能
の
家
庭
電
器
業
界

に
あ
っ
て
、
大
型
店
な
ど
で
は
目

に
で
き
な
い
一
味
ち
が
っ
た
商
品

を
揃
え
、
消
費
者
が
安
心
し
て
快

適
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
懇
切
丁

寧
な
説
明
を
加
え
て
販
売
す
る
。

ま
た
完
璧
な
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
そ
の
得
意
技
の
一
つ
で
あ
る
。

「
ア
ン
ド
は
と
や
」
の
営
業
姿

勢
に
対
す
る
顧
客
の
信
頼
は
厚

く
、「
あ
な
た
の
町
の
で
ん
き
や

さ
ん
」
と
し
て
地
域
か
ら
大
き
な

期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

家
族
連
れ
で
、
ま
た
気
の
合
っ

た
仲
間
同
士
で
、
豪
華
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
、美
味
し
い
焼
肉
を
、

し
か
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で

味
わ
い
、
楽
し
い
歌
を
歌
う
。
ま

こ
と
に「
根
上
町
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
近
隣
の

評
判
が
高
い
。

焼
肉
業
界
に
垂
れ
込
め
て
い
た

暗
雲
も
一
掃
さ
れ
「
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」と
し
て
、

い
よ
い
よ
そ
の
存
在
感
を
増
し
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

野
々
市
町
の
旧
八
号
線
に
面
し

て
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
明
る
い
ス
マ
ー
ト
な
店
が
誕
生

し
た
。
洋
服
の
寸
法
直
し
と
リ
フ

ォ
ー
ム
を
専
門
と
し
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
も
手
が
け
る
「
洋
服
お
直
し

工
房
ア
ニ
ー
」の
新
店
舗
で
あ
る
。

デ
パ
ー
ト
や
大
手
ス
ー
パ
ー
の
下

請
け
を
本
業
と
す
る
が
、
本
格
的

な
リ
サ
イ
ク
ル
時
代
を
迎
え
て
、

直
接
来
店
す
る
客
が
増
え
新
し
い

店
舗
が
必
要
と
な
っ
た
。

お
客
様
を
第
一
に
考
え
、
親
切

丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
営
業
方

針
は
、地
域
の
厚
い
支
持
を
受
け
、

固
定
客
の
大
幅
増
に
つ
な
が
っ

た
。「
地
域
一
番
店
を
目
指
す
」

と
い
う
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ

た
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
な
い
。

羽
咋
の
中
心
街
に
、
大
衆
的
な

雰
囲
気
な
が
ら
も
、
日
替
わ
り
で

鮮
度
の
高
い
魚
料
理
を
提
供
す
る

「
不
思
議
な
」
と
形
容
し
て
も
よ

い
居
酒
屋
「
魚
（
ぼ
う
ぼ
う
）」
が

あ
る
。
そ
の
秘
密
は
、
隣
接
す
る

鮮
魚
店
が
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

奨
励
賞�

し
の
ぶ
の
店
本
店

し
の
ぶ
の
店
本
店�

し
の
ぶ
の
店
本
店�

根上町�

奨
励
賞�

ア
ン
ド
は
と
や

ア
ン
ド
は
と
や�

ア
ン
ド
は
と
や�

根上町�

奨
励
賞�

焼
肉
ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

焼
肉
ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ�

焼
肉
ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｄ�
根上町�

奨
励
賞�

洋
服
お
直
し
工
房
ア
ニ
ー

洋
服
お
直
し
工
房
ア
ニ
ー�

洋
服
お
直
し
工
房
ア
ニ
ー�

野々市町�

奨
励
賞�

魚（
ぼ
う
ぼ
う
）

（
ぼ
う
ぼ
う
）�

魚（
ぼ
う
ぼ
う
）�羽咋市�
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もしものときにお役に立ちます。�
もし取引先が倒産した場合、掛金の積立て額の10倍の範囲内�
（最高3,200万円）で被害額相当の貸付けが、無担保・無保�
証人・無利子で受けられます。�

安心できる制度です。�
国が全額出資の事業団が、法律に基づいて運営しております。�

税制面でメリットがあります。�
毎月の掛金は法人の場合は損金、個人の場合は必要経費に算�
入できます。�

・ただいま石川県では、特別加入運動を実施中です。�
　加入の手続等くわしいことは、石川県商工会連合会またはお近くの商工会へおたずねください。�

中小企業の�
連鎖倒産防止のお手伝い�
中小企業の�
連鎖倒産防止のお手伝い�

「中小企業倒産防止共済制度」は、取引先の倒産によって�
自らも倒産してしまうという連鎖倒産に備える制度です。�

〒105－8453　東京都港区虎ノ門３－５－１　虎ノ門37森ビル�
■お問い合わせ先　　　　　　■資料請求はＦＡＸまたはハガキで�
ＴＥＬ　03－3433－7171　ＦＡＸ　03－5470－1542

〒105－8453　東京都港区虎ノ門３－５－１　虎ノ門37森ビル�
■お問い合わせ先　　　　　　■資料請求はＦＡＸまたはハガキで�
ＴＥＬ　03－3433－7171　ＦＡＸ　03－5470－1542http://www.jasmec.go.jp/http://www.jasmec.go.jp/

し
て
、「
新
鮮
」
と
「
安
い
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
直
営
す
る
こ
と

に
あ
る
。
お
い
し
い
酒
や
焼
酎
に

合
わ
せ
、
て
ご
ろ
な
価
格
で
「
魚

ざ
ん
ま
い
」
を
味
わ
え
る
た
め
、
周

辺
の
評
判
は
高
い
。
近
く
で
営
む

「
カ
ラ
オ
ケ
道
場
」
を
利
用
す
れ

ば
、
ま
さ
に
「
人
生
の
楽
し
み
極

ま
れ
り
」
を
体
感
で
き
よ
う
。

能
都
町
宇
出
津
の
中
心
街
は
、

街
路
を
拡
幅
し
て
よ
み
が
え
っ

た
。
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が

「
衣
料
の
店
う
め
の
き
や
」
の
新

店
舗
で
あ
る
。

「
和
風
プ
ラ
ス
蔵
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
外
観
は
街
並
み
に
重
厚
さ

を
加
え
、
店
内
で
は
し
ゃ
れ
た
セ

ン
ス
の
衣
料
や
小
物
が
楽
し
さ
を

演
出
す
る
。

「
ち
ょ
っ
と
一
服
せ
ん
か
い
ね
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
座
り
、
じ
っ
く
り

と
商
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、「
ど

れ
に
し
よ
う
か
な
」
な
ど
と
、
あ

れ
こ
れ
品
定
め
す
る
の
も
楽
し

い
。「
お
客
様
に
最
新
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
情
報
を
提
供
し
な
が
ら

も
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
店
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
見
事
に
成
功
し

た
貴
重
な
実
例
で
あ
る
。

奨
励
賞�

衣
料
の
店

衣
料
の
店
　う
め
の
き
や

う
め
の
き
や�

衣
料
の
店
　う
め
の
き
や�

能都町�

第10次中国研修生を受入�第10次中国研修生を受入�
　平成５年から中国江蘇省人民対外友好
協会を派遣窓口として、県内商工会が共
同で技術研修生の受入を実施しているが、
このたび第10次の研修生15名が新たに
入国した。５月28日にオリエンテーシ
ョンを実施、続いて県、受入商工会、受
入企業が出席した受入歓迎式を終えて、
各受入地に入った。�
　研修生は、今後１年間にわたり技術や
知識などの「研修」を受け、その後さら
に２年間、習得した技術等の成果を高め
るための「技能実習」を行なう。�

鹿島町商工会が新たに受入開始�
　これまでは、４商工会で実施していたが、
今回から新たに鹿島町商工会が加わって
５商工会となり、受入業種もウオーター
ジェット広幅織物が新たに加わった。�
　なお、第11次の受入は15年５月を予
定しており、今年８月に商工会地域の企
業に対して募集する。�
�
□受入商工会�
　根上町、七塚町、鹿島町、�
　門前町、柳田村��
□受入企業�
　㈱根上工作所（根上町）�
　㈱キンボーニット（七塚町）�
　㈱アイタック（鹿島町）�
　㈱しみず（門前町）�
　㈱能州ソーイング（柳田村）�
　㈲鋼鉄筋（柳田村）��
□受入業種�
　鉄工業、縫製業、広幅織物業、�
　建設業�



同
社
は
、
環
境
重
視
と
い
う
社
会

の
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
石
川
県
と
鹿
島

町
の
助
成
を
受
け
て
成
立
し
た
時
代

の
最
先
端
を
行
く
企
業
で
あ
る
。
ガ

ラ
ス
ビ
ン
以
外
に
も
、
瓦
や
陶
磁
器

破
片
、
溶
融
ス
ラ
グ
等
の
使
用
が
可

能
で
あ
り
、
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
と
し
て
、
対
応
範
囲
が
広
い
。
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
が
高
コ
ス
ト
に
な
る

の
は
止
む
を
得
な
い
面
が
あ
り
、
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ど
こ
ま
で
受

け
入
れ
て
い
く
か
に
社
会
全
体
の
見

識
が
示
さ
れ
る
。

エ
コ
ク
リ
ス
タ
ル
の
使
用
に
よ
る

環
境
負
荷
の
軽
減
に
よ
っ
て
、
社
会

が
負
担
す
べ
き
コ
ス
ト
も
、
ト
ー
タ

ル
で
見
れ
ば
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。同

社
の
発
展
を
通
じ
て
、
社
会
全

体
が
環
境
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

北
陸
元
旦
株
式
会
社

〒
九
二
九
―
一
七
二
三

鹿
島
郡
鹿
島
町
水
白
二
〇
―

一
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
六
七
―
七
七
―
八
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
六
七
―
七
七
―
八
八
一
二

一
循
環
型
社
会
の
始
ま
り

平
成
十
二
年
六
月
に
、
循
環
型
社

会
形
成
推
進
基
本
法
が
公
布
さ
れ
、

わ
が
国
に
も
、
本
格
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
時
代
が
到
来
し
た
。
そ
の
中
心
は

容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、

対
象
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
再
資
源
化

が
進
展
中
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
も
リ
サ
イ
ク
ル
し
や

す
い
は
ず
の
ビ
ン
の
中
で
も
、
緑
色

ビ
ン
だ
け
は
、
再
資
源
化
が
進
ま
な

い
。
原
因
は
、
輸
入
ビ
ン
が
多
く
、

組
成
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
上
に
、
不

純
物
も
多
く
ガ
ラ
ス
と
し
て
は
再
生

で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
破

砕
し
て
カ
レ
ッ
ト（
ガ
ラ
ス
破
砕
粒
）

に
変
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
混
ぜ
て

ブ
ロ
ッ
ク
状
に
成
形
し
、
建
材
と
し

て
利
用
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

二
エ
コ
ク
リ
ス
タ
ル
の
誕
生

エ
コ
ク
リ
ス
タ
ル
と
は
、
北
陸
元

旦
株
式
会
社
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
本

部
、
元
旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ
株
式
会
社

（
神
奈
川
県
）
が
特
許
権
を
所
有
す

る
、
廃
ガ
ラ
ス
を
最
大
八
〇
％
含
む

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
建
材
で
あ
る
。

カ
レ
ッ
ト
に
ホ
ワ
イ
ト
セ
メ
ン
ト

（
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
か

ら
酸
化
鉄
な
ど
を
除
去
し
た
も
の
）

と
ガ
ー
ネ
ッ
ト
（
ザ
ク
ロ
石
）
を
混

ぜ
、
高
接
着
強
度
の
モ
ル
タ
ル
で
固

め
る
。

様
々
な
形

状
・
寸
法

に
成
形
可

能

で

あ

り
、
カ
レ

ッ
ト
の
大

き
さ
に
よ

っ
て
、
無

透
水
に
し

た
り
透
水
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循 環 型 社 会 の 旗 手 �
北陸元旦（株）：鹿島町�

（建設資材製造・リサイクル製品製造）�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

性
を
持
た
せ
た
り
で
き
る
。
歩
道
、

屋
外
広
場
等
の
舗
装
材
等
に
使
用
で

き
る
が
、
透
水
性
の
あ
る
も
の
は
、

街
路
樹
の
育
成
に
適
し
、
ま
た
、
水

は
け
が
良
い
た
め
に
歩
道
に
水
た
ま

り
防
止
の
傾
斜
を
つ
け
る
必
要
が
な

い
。樹

脂
を
用
い
て
固
化
さ
せ
る
の

で
、
焼
成
す
る
必
要
が
な
く
、
CO2
の

排
出
も
な
い
。

ま
さ
に
「
環
境
時
代
」
を
象
徴
す

る
よ
う
な
製
品
で
あ
り
、
エ
コ
マ
ー

ク
製
品
の
認
定
を
受
け
、
石
川
県
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
の
認
定
も
受
け
て
い

る
。三

事
業
立
ち
上
げ
時
の
苦
労

良
い
こ
と
づ
く
め
の
環
境
志
向
型

製
品
で
あ
る
が
、
砂
利
だ
け
で
成
形

し
た
建
材
と
較
べ
る
と
、
ガ
ラ
ス
ビ

ン
を
破
砕
し
、
カ
ド
を
丸
め
て
カ
レ

ッ
ト
に
変
え
る
ま
で
の
工
程
が
追
加

さ
れ
る
。
こ
の
分
の
コ
ス
ト
が
そ
の

ま
ま
製
品
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
割
高
と
な
る
。

エ
コ
ク
リ
ス
タ
ル
に
市
場
性
を
持

た
せ
る
た
め
に
は
、
カ
レ
ッ
ト
化
ま

で
の
費
用
を
別
建
て
と
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
っ
て
不
要
と
な
っ
た
廃
棄

物
処
理
費
や
廃
棄
場
建
設
費
と
相
殺

し
て
そ
の
分
は
、
社
会
全
体
で
負
担

し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
が
導
入
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

四
社
会
的
使
命
に
理
解
を

北
陸
元
旦
株
式
会
社
は
、
元
旦
ビ

ュ
ー
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
の
全
国
第
一
号

企
業
で
あ
り
、
活
発
に
事
業
活
動
を

行
っ
て
い
る
唯
一
の
企
業
で
も
あ

る
。
石
川
県
民
の
環
境
意
識
の
高
さ

を
証
明
す
る
よ
う
な
企
業
と
も
言
え

よ
う
が
、
新
し
い
事
業
が
社
会
の
認

知
を
得
、
理
解
を
得
、
支
援
を
得
る

ま
で
に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す

る
。

リサイクル製品への理解と利用促進を
語る山田謙悟社長（右）と清水真治工
場長（左）

有色（緑色）ガラス廃材をブロック状に
成形・加工し、建材・舗装材として再生

北陸元旦!の外観と工

場内の様子

製造工程は無燃焼のた

めCO2を排出しない
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